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研究分野：栄養化学 
科研費の分科・細目：農芸化学・食品科学 
キーワード：レジスタントスターチ-タイプ４（加工澱粉）、消化性、エネルギー値、耐糖能 
      グリセミックインデクッス、消化管ホルモン、消化管免疫 
 
１．研究計画の概要 
⑴レジスタントスターチ・タイプ４（RS−４） 
 の栄養・生理機能について検討し、食物繊 
 維としての位置付けおよび役割を明らか 
 にする。 
⑵RS−４の物理的および化学的特性と栄養・ 
 生理機能の関係について明らかにする。 
 上記の２項目を達成することにより、新規 
 機能性食品の開発を目指す。 
２．研究の進捗状況 
⑴糖および脂質代謝：糖尿病モデル KKAy マ 
  ウスを用い、RS-4 に糖代謝改善効果のあ 
 ること、その効果が RS-4 の物理的および 
 化学的特性と関連があることを明らかに 
 している。また、RS-4 の糖代謝改善効果 
 に消化管ホルモンの関与があることも明 
 らかにしている。血中中性脂肪、コレステ 
 ロール濃度低下効果のような脂質代謝に 
 対しては顕著な効果は認められなかった。 
 な効果は認められなかった。 
⑵消化管機能：不消化物を含まない精製飼料 
 を与えたラットに比べ、RS−４を含む飼料 
 与えられたラットでは、小腸獣毛の形態が 
 正常に保たれるとともに、IgA の分泌量も 
 増加し、消化管機能を改善する効果が認め 
 られた。また、デンプンの糊化の有無は 
 RS−４の栄養・生理機能に影響を与えるこ 
 とも明らかにした。RS の研究では、糊化 
 に関しての記載もなく、混乱した結果を生 
 む元になっている。RS-4 のような難消化 
 性デンプンの消化性をより正確に測定す 
 るには、測定前に与える飼料のデンプン源 
 を糊化していないデンプンを用いること 
 が重要であることを明らかにした。 
⑶エネルギー代謝：RS-4 のエネルギー量に 

 密接に関与する消化性については、置換度 
 および架橋度と関係することを in vivo で 
 明らかにした。これまでは in vitro の結果 
 はあるが、in vivo の結果は得られていなか  
 った。腸内細菌の発酵からくるエネルギー 
 については、独自に装置を開発し、発酵か 
 らくるエネルギー量を測定できるように 
 なった。トータルのエネルギー量に関して 
 は、小動物用代謝計測システムを用いて行 
 うが、現在測定条件の確立を行っている。 
３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している。本研究では 
① 糖および脂質代謝、②消化管機能、③
エ  

ネルギー代謝に及ぼす RS−４の影響を明
らかにすることによって研究の目的を達
成しようとしているが、小動物用代謝計測
システムの測定条件の確立に手間取って
おり、③の項目に関して若干の遅れがある。 

４．今後の研究の推進方策 
 研究はこれまで通り、⑴糖および脂質代謝、 
 ⑵消化管機能、⑶エネルギー代謝の観点か 
 ら進めるが、⑴および⑵に関しては、RS− 
 ４の物理的・化学的特性の面についてさら 
 に追究を深める。⑶に関しては、小動物用 
 代謝計測システムの測定条件の確立に全 
 力をつくし、RS-4 のトータルエネルギー 
 の測定を行う。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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